














環境活動計画の取り組み結果とその評価、
今後の取り組み環境活動
１）環境活動の取組内容と結果

11

取　り　組　み　内　容 担当部門

生産部

全部署

日常的に取り組んでいます。

日常的に取り組んでいます。

・昼休み中、コンプレッサーの電源をオフにする。

・残業や昼休み中等で使用していないエリアの
  照明を消す。
・長時間使用しないパソコンは、シャットダウン
  する。

取　り　組　み　結　果

● 電力使用の削減

総務部
品質統括部

データサービス
事  業  部

社内用度品や内職物品を中心に現在
割り出した10品目について、予算に
見合うものは、出来る限り対象商品を
購入している。

情報セキュリティ対策に力を入れて
いる。

・グリーン購入の推進。

・個人情報漏洩の防止

● その他の取り組み

総務部
営業部
品質統括部

全部署

営業部

生産部

プリプレス部門

日常的に取り組んでいます。

日常的に取り組んでいます。

売上頻度は多くないが、エコ提案商品
として扱っています。

再作成にかかったコストと工賃を割り
出し、その原因と対策等と共に記録
している。

日常的に取り組んでいます。

・裏紙の使用。

・ゴミの分別による古紙のリサイクル化。

・不要裏紙の販売。

・クレームまたは再印刷の再発防止。

・刷版の間に挟まっている合紙をリサイクルする。

● 廃棄物の削減と分別

営業部 日常的に取り組んでいます。
・燃費を算出し、燃費向上を推進する。
・納品時・駐車時等でアイドリングをしない。
・急加速・急停車の防止。

● 自動車燃料の削減



２）環境活動の評価と今後の取り組み
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１）. 電力
　エアコンの温度設定を適温にて推奨してきた結果や照明節約の効果が表れていると思われる。
　また、2010年10月は大幅な売上増に対して使用量がさほど増加しなかったのは、外注での
印刷、検品作業があった為とおもわれる。
　10月に設置したデマンド機器をさらに役立て、設置効果を向上していきたい。
　また、エアコンの温度設定をさらに周知していく等、次年度も低減に努めていきたい。

２）. 自動車燃料
　遠方の客先への輸送量が増加していることから、未達成となった。その為まとめ輸送を行ったり
回数をできる限り減らしたり、より燃費のいい車両をなるべく使用する等の努力を続けている。
　また、車両日報をつけ、使用燃料や燃費を記録しているので、各ドライバーのエコドライブ
意識は大変向上している。今後も努力を続けたい。

３）. 水道使用量
　実数自体少ないが、こまめな節水を心がけており、実数も削減できた。今後も継続していきたい。

４）. 可燃ごみ排出量の削減
　大部分がリサイクル可能な紙ごみである事がわかり、該当するものは古紙リサイクルへと分別
改善を行った為、大幅に削減できた。

５）. 古紙排出量
　可燃ごみを削減し、紙ごみのリサイクル化を進めているため、この項目は増加傾向にあるが、
原単位として紙の使用、排出量の削減に努めているため削減に成功している。今後も継続して
いきたい。

３）環境管理責任者より
　初年度の取り組みとして、まだまだ社内活動・従業員への周知等が不十分な所もあったが、
活動目標として達成できた項目があったことはうれしい限りです。
　私たち中小企業にとって、日常業務を行いながらこういった取り組みを行うことがなかなか
難しい現実があるが、改めて環境について考え、各自身の業務とつなげて実践していくいい機会
なのではないかと考えます。広い意味でのエコ活動として、あらゆるコストダウンや改善を、
全社的な課題として当活動につなげていきたい。
　これからますます、環境を考慮した経営活動がどの企業にとっても重要になる時代が来るため、
将来に向けて環境経営への足掛かりとして、この活動を発展させていきたい。



● 法的義務を受ける環境関連法規制は次の通りです。
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環境関連法規等の遵守状況の確認及び
評価の結果並びに違反・訴訟等の有無

適用される法規制 適用される項目等

廃棄物処理法 紙、廃プラ、廃アルカリ、アルミ、鉄等

騒音・振動規制法 印刷機

下　水　道　法 CTP自動現像機

水質汚濁防止法 樹脂版プリンタ

労働安全衛生法 有機溶剤、印刷用インキ
※PRTR法についての該当なし。

　過去5年間について、関係機関・当局からの違反等の指摘はなく、法規等の遵守状況に問題はございません。
　また、該当期間の地域住民からの苦情・訴訟等はございません。

代表者による全体評価と見直しの結果
　製造業では売上が増えれば、材料の使用量も電気代等も増えていきます。しかし社会全体の流れの中での
取り組みとしては、環境に対する取り組みは必要であり、さらにコスト意識を徹底して、環境活動に取り
組む方向で進めていきたい。
　現状で言えば“使用する資源”をすべて把握し数値化する部分について会社の“資源”を追加投入する
ことは考えにくく、販売先も含めメリットが図られる状況にならなくては何とも言えない状況です。業界の
現状も考慮し、今以上に環境負荷・コストの削減となるよう、環境目標・環境活動計画を見直し、改善して
いきたいと思います。




